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図 4 筆者作「TOP STAR」2012 筆者撮影 H.25×W.20×D.20㎝ 
 





























































                                                 





















図 6 筆者作「練込金魚大皿」2013 著者撮影 H.6×W.48×D.48㎝ 
 














































               
 






























































































図 8モザイク・グラス皿「ラヴェンナ」1981 エルコレ・モレッティ工房所蔵 (『モザイ
ク美の世界』p.72 箱根ガラスの森美術館、2013年) 



















図 9 筆者作「練込花紋小箱」2009 筆者撮影 H.4×W.7×D.7㎝ 
 













































図 12 筆者作「彩層雪花紋壺」2011 筆者撮影 H.30×W.22×D.22㎝ 

























































































図 15 松井康成『練り上げ玻璃光大壺雪凌花』1998年 茨城県陶芸美術館所蔵（『角川 日





























































































































































































































































図 20 筆者作「練込大皿～さくらもよう～」 2009 筆者撮影 H.9×W.47×D.47㎝ 
 
















































































図 24 筆者作「彩層竹紋雀香炉」2012 








































































































































                                                 
19美術において対象を変形させて表現すること。自然の形に歪みを加えて表現すること。(三

















































   
図 30                     図 31 











図 32              厚さが均一に 3 ㎝になるように石膏を流し
















図 33               取れたら排泥する。 













































図 41                   図 42 
図 43                   図 44 
 
















図 46                    図 47 
 二枚目の尾鰭を作る＜図 46・図 47＞。 磁土を板状に伸ばし、ヘラなどで形
を作る。少し乾いてから着色した泥漿を塗り重ね、完全に乾燥したら削って形
を整える。 
図 48                    図 49 
 施釉と焼成＜図 48・図 49＞。約 1000°で素焼きし、その後透明の釉薬を掛















図 50                   図 51 
 轆轤成形＜図 52・図 53＞。鳥の体部分を轆轤で成形する。少し乾燥したら裏
返し、削って形を整える。 
 
図 52                   図 53 
























図 55                    図 56 










                   
図 58                   図 59 
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図 61                      図 62 




















図 63 電気窯焼成グラフ(筆者作図) 
 














図 64 彫りに使用した道具 
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